
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業報告書概要 

令和元年度 

社会福祉法人市原市社会福祉協議会 

令和元年度は、台風を起因とする度重なる災害を受け、多くの市民が被災し、

本会においては創設以来初めて災害ボランティアセンターの設置・運営を行い

ました。平時より地域の支え合い、助け合い活動を実践している地域福祉関係

者の皆様のご協力をいただき、被災者の復旧・復興支援の一翼を担ったところ

です。また、今般の新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に伴う活動の自

粛により、地域における活動も中止せざるを得ない状況が続いているところで

す。これらが要因となり、計画していた事業等が実施できなかったことから本

報告書による実績数は総体的に減っておりますが、そのような状況下において

も様々な活動を地区社協をはじめとする関係団体と協働で進めてきました。 
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会議体 実施回数 

正副会長会 １１回（９月度は災害のため中止） 

理事会 ５回 

評議員会 ３回 

常任委員会 １回（災害対策会議） 

評議員選任・解任委員会 ２回 

災害対策会議 ２回 

会長表彰状・感謝状贈呈 

表彰状：６０名、２団体  感謝状：１２５名、８９団体 

町会回覧    79,000部 年２回   

新聞折込    98,350部 年２回   

災害 VC号外  8,000部 １回   

広報媒体 閲覧回数（３月 31日現在） 

フェイスブック 15,634件    

ツイッター 173,269件    

合 計 188,903件    

■組織運営事業 

トップマネジメント、トップセールスの強化 

〇各会議体の開催 

 本市が災害を受けたことで、災害対策会議を開催し、災害ボランティアセンター

の状況報告や地域との情報共有、併せて今後の連携の仕組みづくりについての検

討を行いました。 

〇福祉顕彰事業 

当事業については三年に一度開催し、会長表彰、感謝状を贈呈します。本市が被

災し、復旧・復興に協力いただいた団体に対しても感謝状を贈呈しました。 

社協の見える化・見せる化の推進 

■広報事業 
１．機関紙「いちはら社協だより」の発行 

２．ホームページの運営 

３．ＳＮＳ（フェイスブック・ツイッター）の導入 

●社協だより災害ＶＣ号外 

 最新の情報を掲載し、市民に対する情報提供の迅速化

を図りました。 

 災害時に導入を間に合わせたことで、災害ＶＣ開設時で１５万件

を超えるアクセスがありました。 

 URL：http//www.ichihara-shakyo.or.jp 

●ツイッター：災害ＶＣからのお知らせ 

〇広報事業 

災害時に導入したＳＮＳの活用により、ボランティア募集や活動報告など災害ボランティ

アセンターの情報を迅速に発信することができ、安定した災害支援活動に繋がりました。

また、いちはら社協だよりの号外を発行し、災害ボランティアセンターの活動報告を行い

ました。 

１．各会議体の開催 

※新型コロナウイルス感染防止のため、市民会館での開催を中止しました 

［事業報告書 P１] 

［事業報告書 P３] 

２．福祉顕彰事業 
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種類及び銘柄 帳簿価額 時価評価額 評価損益 

千葉県第１０回公募債 100,000,000 117,740,000 17,740,000 

政府保証債第２８４回日本高速道

路保有債務返済機構債権 
100,000,000 96,770,000 △3,230,000 

合  計 200,000,000 214,510,000 14,510,000 

社会福祉基金総額 255,228,428円 

拠点整備費合計 62,320円（１地区）  Ｈ２５年度からの合計 6,853,050円 

維持管理費合計 905,601円（８地区） 

160,000×11地区＝1,760,000円 １地区年額 160,000円 

地区名 車両リース代 備  考 

辰巳台 159,576円 コーディネーター支援及び買い物代行として 

１．普通預金  5,228,428円 

■ 社会福祉基金運用事業 

２．定期預金及び債権   

（１）定期預金 50,000,000円（定期預金及び債権については、預入金額の変動はありません） 

※債権は満期保有としているため、満期時には帳簿（額面）価額償還となります 

（２）債権 

財政基盤の充実・強化 

（単位：円） 

■ 基金取崩し財源の活用 
１．地区社協拠点等整備事業 

２．地区社協事務局運営経費 

３．地区社協車両貸与事業 

〇基金取崩し財源の活用 

地域における体制強化等の財源として、社会福祉基金 2,887,497 円を取崩し活用い

ただきました。 

●辰巳台地区社協 
●国分寺台地区社協 ●市津地区社協 

［事業報告書 P５] 
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年度 開催日数 延参加者数 

Ｒ１度 ３７１日    ５，５７１名    

Ｈ３０度 ４０２日    ６，０２７名    

増減 △３１日    △４５６名    

年度 開催日数 延参加者数 

Ｒ１度 ５２３日    ５，２２１名    

Ｈ３０度 ４４３日    ５，２９９名    

増減 ８０日    △８８名    

１．小域福祉ネットワークにおける各会議体の実施概要 

■ 小域福祉ネットワーク、地区社協活動支援・運営支援 

●世代間交流事業 

●登下校時の見守り活動 

みんなで支え合い助け合える地域づくり 

〇小域福祉ネットワーク 

 地区担当職員が積極的に参加し、課題解決に向けた助言や先駆的な取り組み事例の情報

提供等を行うことで、活動分野の拡充に向けた支援を行い、地域特性に応じた事業を展

開しています。各会議体の開催日数は減りましたが、台風災害や新型コロナウイルス感

染予防対策等によるものです。 

２．地区社協における各会議体の実施概要 

●日常生活支援事業 

●地域活性化事業 

●総合相談会 

●災害支援ボランティア事業 

●日常生活支援事業 

〇地区社協 

 災害や新型コロナウイルス感染予防による影響はありましたが、地区行動計画推進委員

会や第２層協議体等、地区社協が中心となって行う会議体が増加し、地域における課題

の把握や解決に向けた具現化が進められております。 

［事業報告書 P６] 

［事業報告書 P８] 
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年度 開催日数 延参加者数 延支援者数 

Ｒ１度 ７３４日    １６，７５０名   ５，０５４名   

Ｈ３０度 ９８１日    ２１，２６２名   ６，５２３名   

増減 △２４７日    △４，１５２名   △１，４６９名   

地 区 名 称 開催日数 参加者数 支援者数 

辰巳台 トイトイ食堂 １１日    ２６７名   ８５名   

国分寺台 地域食堂コンパス １２日    ９６名   １２３名   

五 井 子ども食堂 １日    １７５名   ３０名   

１．各種サロン事業 

■ 地域づくり支援事業 

●いきいきサロン ●子育てサロン ●はつらつサロン 

〇ふれあいサロン 

災害や新型コロナウイルスの影響による事業中止に伴い減少していますが、６６会

場、延べ 16,750 名が参加(利用)し、子育て家庭や障がい、高齢者の孤立防止及び集

い・交流の場として市民の方々に利用いただいております。 

２．子どもの居場所 

●子ども（地域）食堂 

〇子どもの居場所 

少子化、核家族化による子育て環境の変化に伴う新たな福祉コミュニティづくりの拠

点として、食事等を通じて地域の方が主導して実施しています。令和元年度は新たに

五井地区で試行的に開催され、多くの方に参加いただきました。 

［事業報告書 P９] 

［事業報告書 P10] 
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内 容 事業実績 Ｈ３０度 増減 

生活困窮世帯見舞金 
2,136,000円 

（１世帯あたり8,000円×267世帯） 
2,040,000円 96,000円  

地域福祉支援事業 1,484,000円（38団体） 1,445,000円 39,000円  

合  計 3,620,000円 3,485,000円 135,000円  

 

 

 

 

年度 実施数 見守り希望者数 安心訪問員数 延訪問回数 

Ｒ１度 36ネットワーク 

（38小学校区） 
1,189名  1,372名  19,171名  

Ｈ３０度 34ネットワーク 

（36小学校区） 
940名  1,119名  13,584名  

増 減 2ネットワーク 249名  253名  5,587名  

期 日 １月１４日（火） 

場 所 市原市消防局 ２階講堂 

参加者 ７６名 

内 容 

実践発表 

・わかば福祉ネットワーク 

・国分寺台西小学校区ふれあいネットワーク 

第１部 情報交換（グループワーク） 

テーマ「見守り活動について語り合おう 

      ～災害を体験して、今思うこと」 

３．安心生活見守り支援事業 

〇 安心訪問員交流会 

〇安心生活見守り支援事業 

新たに２校区（白金小学校区、青葉台小学校区）で実施されました。安心訪問員を対象とし

た基礎研修会やフォローアップ研修会など、継続、安定した事業活動を支援することによ

り、安心訪問員約２４０名の増加となりました。 

４．歳末見舞金配布事業・地域福祉支援事業の推進 

●地域福祉支援事業 

〇歳末たすけあい援護 

歳末たすけあい事業の一環として、生活困窮世帯 267 世帯に対して見舞金を配布しま

した。また、地域福祉支援事業は地区社協及び小域福祉ネットワークの３８団体に助成

し、高齢者の見守り支援活動や地域交流事業等を行っています。 

［事業報告書 P11] 

［事業報告書 P13] 
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地 区 会場数 開催回数 延参加者数 

辰巳台 ４会場  42回  627名  

市 津 ４会場  41回  586名  

国分寺台 １１会場  364回  3,241名  

ちはら台 １５会場  238回  2,843名  

姉 崎 １０会場  128回  2,854名  

有 秋 ４会場  39回  659名  

三 和 ２９会場  330回  6,184名  

南 総 ２０会場  336回  4,185名  

加 茂 １４会場  168回  1,773名  

五 井 ６会場  112回  1,856名  

市 原 ６５会場  1,424回  18,143名  

合 計 １８２会場  3,122回  42,951名  

年度 生計 
職業 

生業 

教育 

青少年 

障がい

者福祉 

冠婚 

葬祭 

療養 

健康 
生活 その他 合計 

R１度 432件 ３件 229件 14件 ３件 11件 121件 65件 878件 

H３０度 492件 ３件 173件 16件 ３件 17件 101件 58件 863件 

増減 △60件 ０件 56件 △２件 ０件 △６件 20件 7件 △15件 

区 分 相談件数 貸付件数 貸付金額 備考 

生活福祉資金貸付事業 ２８７件  ２０６件  81,009,200円  県社協事業 

療養資金貸付事業 ６件  ５件  1,164,000円  市受託事業 

福祉資金貸付事業 １６件  ８件  1,200,000円  市社協事業 

合 計 ３０９件  ２１９件  83,373,200円   

５．高齢者通いの場推進事業（市原市補助事業） 

〇通いの場推進事業 

市内１８２会場で実施され、介護予防及び高齢者の社会参加活動の拡充が図られまし

た。会場数１８２会場（２２会場増）延べ回数 3,122 回（1,265 回増）、参加者数

42,951 名（14,510 名増）で多くの方に参加いただいております。 

■ 総合的な相談支援体制の充実 

１．相談・貸付事業 

〇総合相談 

〇各種貸付 

みんなの生活を支えるための体制づくり 

〇各種貸付 

貸付額合計が 83,373,200 円で、県社協事業の生活福祉資金が最も多くなっていま

す。その中でも高校や大学の進学、通学等に必要な経費を貸し付ける教育支援資金が６

千５百万円を超え、大きな割合を占めており、平均すると１件約１３５万円で４８件の

貸付を行っております。 

［事業報告書 P13] 

［事業報告書 P14] 

［事業報告書 P24] 
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契約者数 
計画に基づく 

訪問支援件数 

緊急（臨時） 

訪問支援件数 
相談支援件数 支援合計 

７３１件 ８５７件 １６５件 １，９２９件 ２，９５１件 

区分 高齢者 
知的 

障がい者 

精神 

障がい者 
その他 合計 Ｈ３０度 増減 

新規相談

件数 
９９件 ３件 ７件 １件 １１０件 ７３件 ３７件 

新規利用

件数 
１７件 ０件 ０件 １件 １８件 ２３件 △６件 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 

相談

者数 
３件 ３件 ３件 ３件 １件 ３件 ３件 ３件 ３件 ３件 ２件 ２件 32件 

月 ６ １０ 計 

相談者数 ３件 １件 ４件 

 
電話相談 窓口相談 訪問相談 合計 

相談者数 １８名 ２１名 ３名 ４２名 

■ 地域生活を支援する事業の充実 

〇新規相談・利用件数 

〇訪問・相談支援件数 

〇福祉サービス利用援助事業 

高齢や障がい等によって、判断能力の低下した方々への金銭管理等を行っており、新

規相談９９件中、１７件が本サービスの契約へ繋がっています。対応、契約件数は増

加していますが、支援に相当の時間を要することから、現在は新規対応が常時３～４

ヶ月待機状態となっております。 

（１）弁護士による専門相談 

〇会場：社協事務局 毎月１回 13：30～16：30 

〇会場：なのはな館 年２回 13：30～16：30 

相談者１名あたりの相談時間：６０分 

１日の相談枠数：３枠 

（２）職員による専門相談 

制度概要や申立書類の書き方等、法律的な助言を

必要としない相談について、職員による一般相談

を実施 

〇成年後見制度相談事業 

成年後見制度に関する弁護士相談は毎回予約が埋まる状況で、３２名の利用があり、

相続等の法的問題について弁護士による助言、指導が行われました。 

また、新たに職員による一般相談を行い、訪問等を含め４２名の利用がありました。 

１．福祉サービス利用援助事業  

２．成年後見制度相談事業（市委託事業）  

［事業報告書 P17] 
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年度 
延相談 

件数 

利用会員 

登録者数 

協力会員 

登録者数 

両方会員 

登録者数 

Ｒ１度 １１７件 ５３２名 １２２名 ２８名 

Ｈ３０度 ７６件 ４７１名 １２２名 ２１名 

増減 ４１件 ６１名 ０名 ７名 

年度 延相談件数 実利用者数 延利用回数 延利用時間 

Ｒ１度 ５０件 ６４名 １９４回 ３７２時間 

Ｈ３０度 ４４件 ５６名 ２１３回 ４０１時間 

増減 ６件 ８名 △１９回 △２９時間 

■ 子育て・高齢者・障がい者支援活動の充実 

１．いちはらファミリー・サポート・センター事業  

●ファミリー・サポート・センター 

 支援の様子 

●出産前後家事等サポート事業 

 コーディネートの様子 

〇子育て支援事業 

育児不安を抱える母親に相談援助を通じて適切な機関への繋ぎ・橋渡しの役割を担う

ことができました。新型コロナウイルス感染症により、保護者の在宅の割合が増えた

ことにより、支援件数は減少傾向となっています。 

・地域に不足するサービスの創出に向けた地域アセスメント 

・サービスの担い手の育成（元気な高齢者の活動の場の確保やサービスの開発） 

・サービス提供主体、地域関係者間の連携・協働体制の促進（ネットワークづくり） 

・第２層における支援ニーズと取り組み（既存サービス等）のマッチング 

・その他（第２層協議体運営支援、関係者フォローアップ研修等） 

●第２層協議体関係者フォローアップ研修 

●第２層協議体（11地区計 50回開催） 

〇生活支援体制整備事業 

 具体的な生活支援等の仕組みを検討する地区では、試行実施案を検討しました。併せて

ニーズ調査や担い手確保に向けた活動意識調査を実施し、元気な高齢者を活動に繋げる

ことができました。また、専門アドバイザーによる全委員・生活支援コーディネーター

対象のフォローアップ研修(講義、実践報告)を行い、更なる意識醸成に努めました。そ

の後の各協議体では、具現化に向けた活発な議論が行われました。 

２．出産前後家事等サポート事業 

３．生活支援体制整備事業 

［事業報告書 P18] 

［事業報告書 P19] 

［事業報告書 P20] 
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区 分 Ｒ１度延べ利用数 Ｈ３０度延利用者数 増 減 

要介護 １，０９１名   １，１５４名   △６３名     

介護予防 ２７３名   ２５５名   ２２名     

合 計 １，３６４名   １，４０９名   △４１名     

年度 相談件数 交付金額 

Ｒ１度 １５４件      ３６２，６８０円      

Ｈ３０度 ２６０件      １，０９７，８９０円      

増 減 △１０６件      △７３５，２１０円      

■ 生活困窮者支援活動の充実 

〇居宅介護支援事業 

 年度当初に利用者数の減少があったが、包括支援センターや病院等に働きかけ、徐々

に利用者数の回復を図ることができました。また、災害時には利用者の安否確認等、

迅速な対応を行い、在宅生活を支えました。 

みんなの顔がつながる仕組みづくり 

１．地区行動計画推進委員会の開催 

■ 地区行動計画の推進 

〇地区行動計画の推進 

計画の実効性を高め、確実に活動・事業を実施していくため、「地区行動計画推進委員

会」を設置し、「第２層協議体」及び「市原市地域福祉パートナーシッププラン」の見

直しに向けた意見交換会（ワークショップ）」と一体的に進め、地域課題及びこれから

の地域福祉のあり方、地域共生社会の実現に向けた情報・方向性が共有されました。 

〇応急法外援護 

公的な福祉制度等で対応することができない方に対し、応急的な生活費として少額の

資金を交付するものです。今年度は生計に関する相談全般で減少が見られました。 

４．居宅介護支援事業 

１．応急法外援護 

［事業報告書 P22] 

［事業報告書 P25] 

［事業報告書 P26] 
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項目 期日 議   題 

第１回 ５/２９ ふれあいサロン事業見直しの基本的方向性（案）について 

第２回 １２/２４ 
令和２年度以降の通いの場事業について 

災害時における地区社協の対応について 

第３回 １/２４ 令和２年度以降の通いの場事業について 

第４回 ２/７ 令和２年度以降の通いの場事業について 

第５回 ２/２９ 
令和２年度以降の通いの場事業について 

令和２年度地区社会福祉協議会補助金積算額（案）について 

期 日 １月２５日（土） 

場 所 市原市消防局 ２階講堂 

参加者 ６６名 

内 容 
講義：長期・高齢化する「ひきこもり」 

講師：ジャーナリスト 池上 正樹 氏 

期 日 内   容 

３月 
・実践発表「災害に備えて～地域で今からできること～」 

・グループワーク「災害時における小域福祉ネットワークの対応について」 

区 分 Ｒ１度 Ｈ３０度 増減 

ボランティアグループ 
１９５団体 

（４，７１９名） 

１８９団体 

（４，６５７名） 

６団体 

（６２名） 

個人ボランティア １６０名 １４７名 １３名 

相談内容 Ｒ１度 Ｈ３０度 増減 

活動希望、活動中の問題に関すること ４３件    ７６件    △３３件    

派遣依頼に関すること １０８件    １５４件    △４６件    

その他 ９６件    ７８件    １８件    

合 計 ２４７件    ３０８件    △６１件    

■ 福祉圏域間の連携・協働体制の強化 

地区社協連絡会や小域福祉ネットワークとの合同研修会を実施し、地域からの意見集約の

場、市との意見交換の場、また、今後の方向性の共有の場となったことで、今後の事業展

開に関しての共通理解・共通認識に繋がりました。 

１．ボランティア活動に関する相談・コーディネート 

■ ボランティアセンター事業 

２．登録ボランティア 

みんなで取り組むための基盤づくり 

※ 災害ボランティアに関する内容は含まれていません 

３．小域福祉ネットワーク連絡会議 

２．地区社協・小域福祉NW合同研修会（市と共催） 

１．地区社協連絡会の運営 

［事業報告書 P27] 

［事業報告書 P27] 

［事業報告書 P26] 

※上記内容で開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感染拡大を考慮し中止となりました 

［事業報告書 P29] 
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区  分 実施回数 参加者 

ボランティアフォローアップ講座 

（市主催「地域共生社会を考える講演会」と合同開催） 
１回   ２０名   

子育て支援者交流会 １回   ６７名   

青少年ボランティア講座 全２回   延２３名   

傾聴ボランティア養成講座 全３回   延１２０名   

出前講座 ２０回   ２２団体   

市原市災害ボランティア活動連絡調整会議 ４回   ７団体   

災害ボランティアセンター設置運営訓練 １回   １１９名   

〇ボランティアセンター事業 

 各種講座や交流会等の開催により、参加者の意識醸成や支援者同士の連携づくりの契機と

なりました。災害ボランティア活動関連では、市民大学での啓発や連絡調整会議を通じた

関係機関・諸団体との連携体制の強化を図りました。また、大規模災害時の対応に備えた

災害ボランティアセンター設置運営訓練を通じ、役割・行動等を再認識するとともに職

員、関係者の意識醸成に繋がりました。 

３．講座等 

●ボランティアフォローアップ講座 ●子育て支援者交流会 ●青少年ボランティア養成講座 

●傾聴ボランティア養成講座 ●出前講座 ●災害ボランティアセンター 

設置運営訓練 

［事業報告書 P31] 
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内  容 回数等 内  容 回数等 

正副会長・部会長会の開催 ６回 会計監査の実施 １回 

理事会の開催 ２回 代議員会の開催 １回 

地域福祉推進部会の開催 ４回 主任児童委員部会の開催 ４回 

秋田市民児協より視察研修会の受入 １回 市民児協全体研修会 １回 

その他研修会、会議等の参加   １５回、延べ 212名参加 

延活動日数 3,492日 
１年３６５日のうち、１日あたり１０カ所（地域）で、何かしらの地域福祉

活動が行われました。 

延活動者数 21,199名 
１日あたり６名、１か月あたり１８２名が地域福祉活動の担い手として

参加しています。 

延活動時間数 13,689時間 
１日あたり３時間５５分、１か月あたり１１８時間を地域の福祉活動に充

てていただいています。 

延参加者数 24,409名 
１日あたり７名、１か月あたり２１０名の市民が相談や支援を受けてい

ます。 

民生委員・児童委員との連携強化 

■ 地域福祉連携体制の強化 

〇市原市民生委員児童委員協議会事務局 

令和元年度は１２月に３年に１度の改選があり、１３１名の委員が退任、１３６名の

委員が新たに委嘱されました。新任を含め新たな体制として、地区担当職員と連携し

情報提供に努めました。 

活動状況 

■ 市内における令和元年度の活動状況 

令和元年度は台風災害や新型コロナウイルス感染防止等により、地域における活動にも

大きな影響がありましたが、そのような中でも上記のとおり多くの皆様に様々な活動に

取り組んでいただき、多くの市民の日常生活が支えられました。 

●秋田市民児協視察研修会の様子 

［事業報告書 P34] 
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区   分 R1度 H30度 増  減 

老人福祉センター 22,697名   26,444名   △3,747名   

開館日数 266日   292日   △26日   

１日当たりの利用人数 85.3名   90.6名   △5.3名   

区 分 Ｒ１年度 Ｈ３０年度 増 減 

地域福祉センター ６４，５７４名   ６９，２９２名   △４，７１８名   

老人福祉センター ２０，５３８名   ２４，８１３名   △４，２７５名   

児童館 １２，２３７名   １３，３１７名   △１，０８０名   

合  計 ９７，３４９名   １０７，４２２名   △１０，０７３名   

開館日数 ３１０日   ３４０日   △３０日   

１日当たりの利用人数 ３１４名   ３１５．９名   △１．９名   

指定管理施設の運営 

●防犯講座 ●アートフラワー教室 ●健康増進コーナー 

■ 姉崎保健福祉センター 
〇利用者数 

●地域福祉センター 

「アネッサ発 クリーン大作戦」 
●老人福祉センター「絵手紙教室」 ●児童館「アネッサ探検隊」 

４施設とも台風災害や新型コロナ対策による閉館の影響を受け貸室利用の減少による

利用者の減少が見られたが、利用者アンケートを活用し、魅力ある講座や事業を展開

し、利用促進に努めています。 

また、令和２年度は、姉崎保健福祉センターが指定管理者の更新となることから、次

期指定の獲得に向けて対応を図っていきます。 

■ 老人福祉センター 
〇利用者数 

［事業報告書 P37] 

［事業報告書 P38] 
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区 分 Ｒ１年度 Ｈ３０年度 増減 

地域福祉センター １６，２２６名    １８，３４０名    △２，１１４名    

老人福祉センター １７，８３６名    ２１，２８２名    △３，４４６名    

児童館 １０，０６０名    １０，６３９名    △５７９名    

障がい者福祉センター １６，０４４名    １７，６４０名    △１，５９６名    

合  計 ６０，１６６名    ６７，９０１名    △７，７３５名    

開館日数 ３０８日    ３４１日    △３３日    

１日当たりの利用人数 １９５．３名    １９９．１名    △３．８名    

区 分 Ｒ１年度 Ｈ３０年度 増減 

地域福祉センター １６，６８０名   １６，０６７名   ６１３名   

健康増進室 ３０，３９０名   ４１，６３５名   △１１，２４５名   

老人福祉センター ４，３９１名   ４，４５７名   △６６名   

児童館 ７，１２０名   ７，２８７名   △１６７名   

障がい者福祉センター ５，４００名   ４，８２０名   ５８０名   

合  計 ６３，９８１名   ７４，２６６名   △１０，２８５名   

開館日数 ３０４日   ３４３日   △３９日   

１日当たりの利用人数 ２１０．４名   ２１６．５名   △６．１名   

■ 三和保健福祉センター 
〇利用人数 

●地域福祉センター「歌声喫茶」 ●老人福祉センター「ヨガ教室」 ●児童館「知っててよかったママの救急法」 

■ 南部保健福祉センター 
〇利用人数 

●老人福祉センター 

  「ｴﾝｼﾞｮｲ･ﾎﾞｰﾙ･ｴｸｻｻｲｽﾞ」 
●健康増進室「アクアウォーク」 ●児童館「親子体操教室」 

［事業報告書 P43] 

［事業報告書 P47] 
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開設場所 市原市社会福祉協議会 事務局内 

開設期間 9月 12日（木）～10月 18日（金） 

ボランティア受付人数 1,069名 

ニーズ受付件数 1,038件（受理 826件、不受理 212件） 

マッチング数 548件 

ボランティア派遣人数 1,818名（一般ボランティア 1,022名、専門ボランティア 796名） 

開設場所 
市原市災害ＶＣ 市原社協事務局 

サテライト災害ＶＣ 市津地区社協事務局内 

開設期間 
市原市災害ＶＣ 10月 17日（木）～10月 30日（木） 

サテライト災害ＶＣ 10月 20日（日）～10月 29日（火） 

ボランティア受付人数 311名 

ニーズ受付件数 69件（受理 31件、不受理 38件） 

マッチング数 41件（台風被害 12件、竜巻被害 29件） 

ボランティア派遣人数 438名（一般ボランティア 434名、専門ボランティア 4名） 

■ 市原市災害ボランティアセンター 

◆台風１５号関連 

 台風第１５号、第１９号、１０月２５日大雨災害により、本市は甚大な

被害を受けました。市原市地域防災計画に基づき、災害ボランティアセン

ターを設置し、災害ボランティアによる支援活動を展開しました。 

●ブルーシート張り ６２０件 ●補修・解体 ３６件 ●清掃・片付け・家具移動等 １４２件 

災害ボランティアセンターの運営 

■サテライト災害ボランティアセンター 
 竜巻被害を受けた市津地区では、地区社協や小域福祉ネットワーク

関係者等にご協力いただき、サテライト災害ボランティアセンターの

設置・運営を行いました。 

●台風、竜巻被害に対する 

 清掃・片付け １９件 

●専門ボランティアに 

よる倒木処理 １２件 

●サテライト災害ボランティア 

センターマッチングの様子 

●活動エリアまでボランティアバスの運行 

◆台風１９号関連 
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開設場所 市原市社会福祉協議会 事務局内 

開設期間 
10月 27日（日）～11月 8日（金）  

※11月 9日（土）～11月 15日（金）最終確認期間 

ボランティア受付人数 392名 

ニーズ受付件数 38件（受理 19件、不受理 19件） 

マッチング数 28件 

ボランティア派遣人数 420名（一般ボランティア） 

開設日数 市原市災害ＶＣ 65日  サテライト災害ＶＣ 10日 

ボランティア受付人数 1,772名（新規 1,187名、再登録 585名） 

ニーズ受付件数 1,145件（受理 876件、不受理 269件） 

マッチング数 617件 

ボランティア派遣人数 2,676名（一般ボランティア 1,876名、専門ボランティア 800名） 

■ 市原市災害ボランティアセンター 

◆１０月２５日大雨関連 

●清掃・片付け・家具等運び出し １６件 ●土砂処理・その他 ３件 

■合計 

●国分寺台地区社協、ふれあいネットワーク  

 からおにぎり、飲料を提供いただきました 

●サテライトＶＣ（市津地区） 

 地域のボランティアから豚汁を提供いた 

だきました  

●依頼者からボランティアへ 

 お礼の声 

本会として、初めて災害ボランティアセンターを設置しました。度重なる災害を受けたこと

により長期にわたる運営となりましたが、全国から駆け付けていただいたボランティアをは

じめ、多くの関係者にご協力いただき、被災者のニーズに応えることができました。 
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指定管理施設における災害対応 

指定管理施設の災害時における対応として、浴室の無料開放やサテライト災害ボラン 

ティアセンター、被災地支援活動場所へボランティア送迎バスの運行を行いました。 

◆姉崎保健福祉センター（アネッサ） 

浴室の無料開放 9月 12日～9月 30日 17日間（清掃日を除く） 延べ 745名が利用 

飲料水（水道水）の給水 9月 12日～9月 30日 17日間 延べ 14名が利用 

スマートフォン、 

携帯電話の充電コーナー 
9月 15日～9月 30日 17日間 延べ 16名が利用 

 

◆南部保健福祉センター（なのはな館） 

その他の被災地支援活動 

■上総いちはら国府まつりへの出店（義援金） 
 社協が事務局を担う千葉県共同募金会市原市支会では、

第９回上総いちはら国府まつりへ出店し、売上げ及び街頭

募金の総額を市原市へ寄付しました。 
●京葉高校のみなさん 

市内の被災地復興支援活動の一環として、売り上げ及び募金の合計 181,323 円を全額

市原市災害義援金として寄付させていただきました。 

なお、街頭募金については、千葉県立京葉高等学校の生徒さんに募金ボランティアとし

てご協力いただきました。 

◆老人福祉センター 

◆三和保健福祉センター（サンハート） 

浴室の無料開放 9月 12日～9月 30日 16日間（清掃日を除く） 延べ 442名が利用 

マイクロバスの運行 ボランティアバスによる活動場所への送迎 

 

浴室の無料開放 9月 14日～9月 30日 15日間（清掃日を除く）  延べ 680名が利用 

 

温水シャワーの無料開放 9月 13日～10月 31日のうち 28日間 延べ 204名が利用 

救援物資集積所としての 

施設開放 
9月 15日～9月 19日までの 5日間 

福祉避難所としての 

施設開放 
10月 12日、10月 25日の 2日間 延べ 17名が利用  

 

内 容 金額（売上） 

街頭募金 ２２，８２３円   

ポップコーン、飲料販売 １０６，９００円   

くじ引き ５１，６００円   

合  計 １８１，３２３円   

 


